
概念I
ACA ワールドサービスの最終的責任と究極の権威は、
常に共同体全体の集合的良心に帰属すべきである。

概念II
従って、ワールドサービスを積極的に維持していく権威
は、実際の声、即ち共同体全体のための実質的良心に
委ねられる。

概念III
ACA ミーティング、ACA WSO 理事会、及びそのスタッ
フと各委員会の間に明確に定義された実用的な関係
を創り維持し、それにより彼らの効果的なリーダーシッ
プを確保するために、これらサービスの構成要素一つ
ひとつに伝統的な決定権を付与することをここに提案
する。

概念IV
機構全体を通じ、私たちは全ての責任レベルにおいて
伝統的な参加権を維持する。

概念V
機構全体を通じ、伝統的な請願権が何よりも力を持
つ。それにより少数意見が聞かれ、苦情処理救済の訴
えも慎重に考慮されることが保証される。

概念VI
ACA 全体に代わり、年次ビジネス会議がワールドサー
ビス維持のための主要な責任を持ち、また伝統的に
一般方針や財政の大きな事柄について最終的な決定
権を持つ。しかしまた年次ビジネス会議は、これらの事
柄のほとんどにおいて、主な主導権と実際の責任は主
としてワールドサービス機構の理事会のメンバーらに
よって行使されることを認識している。この行使は、理
事会メンバーがメンバー間で互いにアダルトチルドレ
ン・オブ・アルコホーリックスのワールドサービス機構と
して活動する場合とする。

概念VII
年次サービス会議は、アダルトチルドレン・オブ・アルコホ
ーリックス・ワールドサービス機構の定款と付則は法的
文書であると認識する。理事は、それゆえアダルトチルド
レン・オブ・アルコホーリックスの世界サービスに関する
全ての事柄を管理し、執行する全権を与えられている。
ワールドサービス機構はその最終的効力に関し、伝統の
力と ACA の財布の力に依拠するとさらには理解され
る。

概念VIII
ワールドサービス機構の理事は、以下の主要な資格で
活動する。全体的方針と財政のより大きな事柄に関し
て、彼らは主要な計画立案者であり管理者である。彼ら
とその主要な委員会がこれらの事柄を直接管理する。

概念IX
良いサービスリーダーは、彼らを選出する健全で適切
な方法とともに、私たちが将来も機能し安全であるため
に、あらゆるレベルにおいて欠かせない重要な存在で
ある。ワールドサービスの主要なリーダーシップは、必然
的にアダルトチルドレン・オブ・アルコホーリックス・ワール
ドサービス機構の理事が担わなければならない。

概念X
全てのサービスの責任には、同等のサービスの権威が
伴わなければならない。その権威の範囲は、伝統によっ
てであれ、決議、具体的な職務記述書、または運用方針
と手続きマニュアル及び付則によってであれ、常によく
定義されていなければならない。

概念XI
理事は ACA のワールドサービス管理の最終責任を負っ
ているが、いつもできるだけ優れた常任委員会、法人理
事、管理責任者、スタッフ、そしてコンサルタントの援助を
得るべきである。従って以下に述べる事柄は、常に慎重
な配慮と関心を要する。これら基礎となる委員会及びサ
ービスボードの構成、そのメンバーの能力、彼らのサー
ビスへの導き方、交替のシステム、互いの関係、管理責

任者、スタッフ及びコンサルタントの特別の権利と義務、
そしてこれら特別な働き手たちへの金銭的手当の適切
な基準。

概念XII
アダルトチルドレン・オブ・アルコホーリックス・ワールドサ
ービス機構は、そのすべての議事手続きにおいて、ACA 
の伝統の精神を順守すべきである。会議は、決して危険
な富と権力の座になってはならない。運営していくのに
充分な基金に加え分別をわきまえた準備金とが、財政
に関する賢明で慎重な原理となるべきである。会議のメ
ンバーは、誰ひとりとして、他のどのメンバーに対しても
無制限の権威を持つ立場に置かれるべきではない。重
要な決定はすべて、討論と投票とによって、できる限り事
実上の満場一致によってなされるべきである。WSO の
措置はいずれも、個人を罰するものであったり、公の論
争を引き起こすものであったりしてはならない。WSO は
アダルトチルドレン・オブ・アルコホーリックスに対して、サ
ービスのために行動することはあっても、いかなる統治
政府の行為も決してとってはならない。そして、WSO は、
それが奉仕するアダルトチルドレン・オブ・アルコホーリッ
クスの共同体と同様に、その思想と行動において常に
民主的であり続ける。

*�ここに定義されている伝統的な決定権とは、
以下を指す― 1) どのレベルのサービスで
あるかに関わらず、全ての議題について相
反する権限のない状態で、信頼された奉仕
者が自己の良心を発言し投票する権利と責
任。 2) 信頼された奉仕者は意志決定をする
際、12ステップ、12の伝統、そして「サービス
への献身（Commitment to Service）」に
従う。 3) 年次ビジネス会議のデリゲート（代
表として参加する人）は、信頼された奉仕者
であり、それゆえ同様に12ステップ、12の伝
統、12の概念、「サービスへの献身」によって
導かれる。 4) 小委員会で成される決定は、
その使命を創りそのパラメーターを定義する
サービス組織の権威の下に置かれるという
標準的慣行。
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•	 完璧にできない自分自身や他者を赦す気
持ちを持ち続けつつ。

•	 私のサービスの地位を以下のために手放
す気持ちでいつつ。即ち、一体性のため、か
つ他の人たちにサービスをする機会を与え
るために。金銭、財産、そして名声の問題を
避けるために。そして自分の古い行動パタ
ーンを行動化するためにサービスを利用す
ることを通して、自分自身の回復を失うの
を避けるために―特に他者の世話を焼く、
コントロールする、救助する、被害者になる
ことで。

•	 信頼された奉仕者であることを忘れない
でいつつ。私は支配しません。

私は、プログラムが自分自身にも提供され
るために、そしてサービスの努力を通して他
の人たちが恩恵を受けられるようサービスを
行います。私は次のようにサービスをし回復
を実践します―

•	 このプログラムの真の力が、ミーティングメ
ンバーの中に存在し、ハイヤーパワーとグ
ループの良心を通じて表されるとことを
確認しつつ。

•	 私たちのプロセスが、排除ではなくて包
含であることを確認しつつ。グループの良
心を形成する過程では、どのような決定も
単なる多数決によるものではなく、グルー
プのスピリットを反映したものとなるよう、
少数意見に特別な思いやりと注意を払い
つつ。

•	 個人よりも原理を優先しつつ。

•	 プログラムメンバーとして自己の回復に努
めることによって、サービスに適した人と
なるよう努めつつ。

•	 ミーティング、インターグループ、リージョナ
ル・コミティ、サービスボード、ワールドサー
ビスといった全てのレベルで、経験と力と
希望の分かち合いがスムーズに行われる
ように努力しつつ。

•	 様々な形態とレベルのサービスを引き受
け、私の周囲の人たちには自身の能力に
従って働いてもらいつつ。

**�本文書は、1987年1月17日にカリフォルニア州サ
ンディエゴで開催されたACA CSB/IWSOビジネ
ス会議で発表されたものであり、サービスの定
義としてではなく、情報の共有として提示されて
います。
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